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会派 結論 根拠・理由

創生会 現状維持 又は １８人

・税収は微増だが人口減少は続いている。議会費は一般会計の約1％、報酬等は0.65％

・人口はともかく、面積を考えると18人は必要。

・人口減少で20人では、同一規模の市と比べ、やや多め。

・常任委員会数は3委員会必要。各委員会6人～7人必要

・民意を反映するため、若い世代を呼び込むためには現状維持。

・定数を削減するのであれば、議会改革をしっかりと行っていく必要がある。

・無投票を受けて市民の声を気にするなら反対。今後も付きまとう議論となる。

・前回選挙が無投票であったことを考えると、減少しなければ市民の理解が得られない。

・報酬額、政務活動費を増額するのであれば、定数の減による調整は必須。

・定数削減は当選すために必要な得票数が上がり、なり手不足の解消に逆行するので、慎重な議論が必要。

・削減により、政策提言機能、監視機能の低下になってはいけない。

・報酬、定数の削減は議会力、自治力を低下させ、多様な層を議員から遠さげる。

市民クラブ 現状維持

・今回なり手不足解消の議会改革ということで様々な取組みをこれから進める、この取組みを2年間かけて進

め、成果を上げていく中で、定数については、市民の理解を得ていこうということで、現状では、現行通り

という意見となった。

公明党

１６人 又は 定数２０人（た

だし、２０人でも選挙が行われ

るという仕組みがあれば）

・議会の機能として何名が必要なのか、3委員会×4人＋議⾧の13人が限度かと考える。

・前回選挙は無投票であったということからして、定数は16人とした。

・定数20人で20人が立候補した場合にも選挙が行われ、1人が落ちるというシステムがあれば、20人でよい

と思う。

日本共産党 現状維持～１８人まで

・定数問題に民意を反映させることは大切。全国市議会の調査では、5万人未満で17.9人、平均は18人位と

なっている。隣の庄原市は面積は府中の6倍で同じ20人。削減により、住民の声が反映しにくくなるというこ

とにもなる。

・市民アンケートも大事にしなければならない。103人のうち76人が削減すべきとある。

・なり手不足の観点からだけでは、議員定数はなかなか考えられない。議会改革を丁寧に行い、住民に理解

してもらうことが必要。



その他の意見

・法律的に20人であれば無投票を避けるために投票を行い1人を落選として、定数を19人とするような方法が

あれば、また違う状況になると思う

・現状維持を主張した。削減すればするほど、投票率が下がると思う。

・削減により、立候補できない地域がでてくる、住民の関心がますます低くなっていく可能性がある。

・無投票になる前から、議員の数が多い、削減すべきと言われてきた。無投票になったから削減するように

言われたのではない。

・議会や議員の役割、行っていることを住民に示していくことが大切。結果として無投票になるかどうかは

それほど重要ではないのではないかと思う。

・府中市議会としては、どういう議会を目指すのか。

・二元代表制の議会が弱体化する可能性がある。現状維持としたからと言って、無投票となるとは限らな

い。

・無投票を避けるために削減することが二元代表制を弱体化することはわかっているのだけれど、市民の声

があって、どこの自治体でも削減してきたという経過がある。

・無投票と定数が多いというのは、直接関係ないと思う。

・NHKアンケート―定数削減は議員の固定化、人口の少ない地域から立候補しにくくなる。

・今の20が適正なのかどうかを検討すべきである。（シンプルに）

・委員会は2つでは無理、3つが適正。今の建設委員会は6人、議論ができているのか。

・2元代表制として執行部に対峙するということとなると、現状の定数よりも多くないと、力関係は執行部側

に傾いている。今の人数でも力を発揮するには充分ではないと思う。

・「無投票だから」というが、それにより議員数を減らすと、当選するための得票数が上がる、そうする

と、ますます若い人たちが出れなくなる。議会改革にならなくなる。定数を維持しろと私が言うのは、若い

人たちが入ってこないと民意が反映できない。民主主義の根幹が崩れる。アンケートはあくまでも参考資

料。

次回までに各会派で議論すべき

事項

・（委員⾧）無投票と定数はリンクしない、これをどう考えるか。次に無投票であったら当然、厳しくな

る。これを市民にきちっと伝えられるか。

・３委員会が現状できちんと機能しているか。それに基づく定数となっているか。

・削減するなら補完する機能が必要。政策提言機能、監視機能を高めていく必要あり。

・現状で、二元代表制が機能しているのか。


